
令和８年度 白岡市地域包括支援センター事業計画 
（ 日勝圏域：地域包括支援センターぽっかぽか ） 

 
1 重点課題 

・地域拠点の不足と予防活動における地域格差の顕在化 
高齢者の閉じこもりやフレイル（虚弱）を予防する「集いの場」が不足しており、
特に活動が停滞している地域では、住民の心身の状態変化を早期に察知する体制が
十分に整っていない。早期発見・早期対応を可能にするプラットフォームとしての
拠点の確保と、地域間格差の解消が課題となっている。 

・認知症相談における心理的障壁と早期把握体制の脆弱性 
認知症に関する相談は、依然として本人や家族にとって心理的ハードルが高く、課
題が深刻化してから表面化するケースが少なくない。日常生活圏域内で気軽に立ち
寄れる「オレンジカフェ」等の相談接点が不足しており、専門医療や適切な権利擁
護支援へ早期に繋げるための入口の整備が求められている。 

・重層的課題の増加に伴う既存支援体制の限界 
認知症高齢者や単身・身寄りのない方への対応に加え、精神疾患を抱える家族を含
むいわゆる「8050 問題」など、複雑かつ重層的な課題を抱える困難事例への相談が
増加傾向にある。これらの解決に向け、多機関協働による包括的支援体制の構築が
必要不可欠である。 

 
２ 重点目標 
  ・地域に出向き地域包括支援センターの認知度を高め、地域との繋がりを強化してい

く事で、ぽっかぽかと地域住民との連携が行える体制を整え、人や地域などの課題
に対しての相談及び把握を連携して行えるネットワークを構築する。 

・地域への積極的なアウトリーチ活動を展開して当センターの認知度向上を図るとと
もに、地域住民や関係機関との強固なネットワークを構築する。これにより、地域
や個人の課題を早期に把握・共有し、迅速かつ組織的に対応できる連携体制を確立
する。 

・専門職が地域住民主体の集いの場へ積極的に参画し、運動指導や各種講座、啓発活
動を実施することで、地域活動の活性化を伴走型で支援する。特に「介護予防」
「閉じこもり予防」「居場所づくり」を主軸とした「地域介護予防活動支援事業」
および「認知症総合支援事業」に注力し、住民主体の自律的な予防活動を強力に推
進する。 
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３ 包括的支援事業 
 ⑴ 総合相談支援業務について 
   介護・福祉・保健・医療に関する総合相談窓口として、本人・家族、民生委員等の

地域住民からの相談に迅速に対応し、適切な機関への引継ぎおよび継続的な支援・
調整を実施する。 
また、医療機関との連携を強化し健康面での見守り体制を構築することで、状態変
化の早期発見に努める。複数課題を抱える世帯等への対応においては専門職による
チームアプローチを実践し、行政や社会福祉協議会等と連携の上、世帯全体を包括
的に支える支援体制を構築する。 
 

 ⑵ 権利養護業務について 
   成年後見制度への相談対応: 

・困難事例に対する意思決定支援の推進 
単身高齢者や身寄りのない方など、判断能力の低下により権利侵害のリスクが
高い高齢者に対し、成年後見制度の利用支援を積極的に行う。 
本人の意向を尊重した「意思決定支援」の視点を持ち、適切な制度活用の検討
および具体的な申立て手続きの助言を包括的に実施する。 

・市長申立て手続き等の円滑な支援 
親族等の協力が得られない困窮事例や虐待介入ケースにおいては、高齢介護課
と緊密に連携し、市長申立ての要否を迅速に判断する。必要書類の収集支援や
診断書の取得調整など、申立てに至るまでのプロセスを円滑に進めるための関
係機関と連携をとり実務的なサポートを行う。 

・多機関連係による権利擁護ネットワークの構築 
高齢介護課、社会福祉協議会、成年後見サポートセンター等の関係機関と、重
層的な連携体制を構築する。個別事例検討会や多職種カンファレンスを通じて
情報を共有し、法的な権利擁護のみならず、福祉的支援を組み合わせた多角的
なセーフティネットを展開する。 

・制度の周知・普及啓発活動の強化 
成年後見制度の認知度向上と潜在的なニーズの掘り起こしを図るため、社会福
祉協議会等と協力して住民向け・専門職向けの啓発活動を実施する。制度の早
期活用のメリットを周知し、将来的な権利侵害の未然防止に繋げる活動を推進
する。 

虐待（疑い）への対応 
・迅速な初期介入と安全確保の徹底 

ケアマネジャーや地域住民等からの相談・通報に対し、初期段階から迅速かつ
積極的に介入する。高齢介護課との緊密な連携のもと、「高齢者虐待防止対応
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マニュアル」に基づいた事実確認を速やかに実施し、対象者の安全確保を最優
先とした支援を展開する。 

・多職種連携による再発防止とモニタリング 
虐待事例の解決にあたっては、ケアマネジャーや医療機関、警察等の関係機関
と連携したケースカンファレンスを適時開催する。分離保護の検討や養護者支
援など、多角的な視点から再発防止策を講じるとともに、継続的な訪問等によ
るモニタリング体制を強化する。 

・虐待防止に向けた普及啓発と専門性の向上 
虐待の早期発見・早期対応を推進するため、虐待防止に関する委員会への参画
および、地域住民や専門職を対象とした研修会を定例開催する。地域全体の
「気づきの感度」を高める啓発活動を実施し、潜在化しやすい虐待リスクの早
期把握に努める。 

消費者被害の予防 
警察機関や社会福祉協議会等と連携し、消費者被害に関する情報提供および注
意喚起のための啓発活動を実施する。 

 
 ⑶ 包括的・継続的ケアマネジメント業務について 
   ・地域の高齢者が包括的かつ継続的なサービスを享受できるよう、介護支援専門員

に対する個別支援を行うとともに、資質向上を目的とした研修会を企画・実施す
る。 

・介護支援専門員連絡協議会等へ積極的に参加して情報共有・連携体制を強化し、
保険者が実施する集団指導のサポート等を通じ、地域全体のケアマネジメントの
質的向上に寄与する。 

 
 ⑷ 地域ケア会議・介護支援専門員研修会について 
   ・自立支援型地域ケア会議の開催と多職種連携の深化 

個別の困難事例やケアプランの適正化が必要なケースに対し、医療・保健・福
祉等の多職種が専門的知見から助言を行う「自立支援型地域ケア会議」を定例
開催する。多職種による多角的な分析を通じて、利用者本人の自立に資する適
切なケアの内容を検討するとともに、関係職種間の共通理解を深め、地域全体
における支援力の向上を図る。 

・個別事例の集積による地域課題の抽出と資源開発 
会議における事例検討を積み重ねることで、地域に共通する課題や不足している

社会資源を体系的に抽出・分析する。抽出された課題に基づき、行政や関係機
関と協働して新たなインフォーマルサービスの検討や地域資源の開発に取り組
み、地域包括ケアシステムの基盤強化を推進する。 
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・介護支援専門員の実務ニーズに即した研修体制の構築 

地域の介護支援専門員が直面する課題や学習ニーズを的確に把握し、その資質
向上を目的とした専門的な研修会を計画的に実施する。最新の制度動向や実務
に直結する専門知識、困難事例への対応手法などのカリキュラムを提供するこ
とで、地域全体のケアマネジメントの質的向上と、専門職同士の顔の見える関
係づくりを推進する。 

 
 ⑸ 第１号介護予防支援事業について 
   ４の指定介護予防支援事業と重複 
 
 ⑹ 認知症総合支援事業ついて 

・オーラルケアを起点とした多職種連携による早期発見体制の構築 
認知症ケアの質的向上および重症化予防を図るため、オーラルケア（口腔ケ
ア）を起点とした早期発見・啓発活動を強力に推進する。歯科医療機関等との
緊密な連携体制を構築し、口腔機能の維持・改善を通じた認知機能へのアプロ
ーチを行うとともに、多層的で持続可能な地域生活支援体制を確立する。 

・医療・介護のシームレスな連携による受診支援 
認知症の疑いがある方を早期に適切な医療（専門医療機関）へ繋げられるよ
う、地域住民や医療機関との連携を強化する。専門職によるアセスメントに基
づき、診断から治療、その後の生活支援に至るまでのシームレスな移行を支援
する体制を推進する。 

・認知症地域支援推進員を中核とした普及啓発とケアパスの活用 
認知症地域支援推進員を中心に、地域の集いの場等において「認知症ケアパ
ス」を活用した普及啓発を実施する。認知症に対する正しい理解を促すととも
に、相談窓口の周知徹底を図ることで、本人および家族が早期に適切な支援に
繋がれる環境を整備する。 

・認知症サポーターの養成と地域共生社会の実現 
「認知症サポーター養成講座」を継続的に開催し、地域住民の認知症に対する
理解と見守りの意識を醸成する。養成されたサポーターが地域で活躍できる場
を検討し、認知症になっても安心して暮らし続けられる「地域共生」の土壌を
育む。 

・オレンジカフェの推進と家族の孤立防止支援 
認知症の方と家族が孤立することなく、互いに支え合える交流の場として「オ
レンジカフェ」の開催支援および運営を行う。当事者の居場所づくりを推進す
るとともに、家族介護者の精神的負担の軽減（レスパイト支援）を図る。 
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・警察等との連携による安全な見守りネットワークの強化 
警察機関等の協力を得て「認知症声掛け模擬訓練」を実施する。徘徊等による
事故を未然に防ぐため、地域住民の対応力向上を図るとともに、関係機関が連
携した実効性の高い見守りネットワークを構築する。 

 
 ⑺ 生活支援サービスの体制整備事業ついて 
   ・生活支援コーディネーターとの連携による地域資源の可視化と共有 

生活支援コーディネーターと密に連携し、圏域内に存在する多様な地域資源の
継続的な把握・集約に努める。収集した情報を適切に整理し、住民が活用しや
すい形で提供することで、地域における「助け合い」の循環を促進する。 

・住民主体の多様な支援活動の創出および継続支援 
独居世帯の増加や生活課題の複雑化に対応するため、住民が主体となって取り
組む見守り活動や居場所づくり等の活動支援を強化する。活動を立ち上げる際
の助言や運営上の支援を行い地域が自律的に高齢者を支える「互助」の体制整
備を推進する。 

・地域課題の分析に基づく新たな生活支援サービスの検討 
総合相談業務等を通じて抽出された地域の潜在的な生活課題（移動手段、買い
物、ゴミ出し支援等）を分析する。課題を地域全体で共有し、既存資源の活用
や新たな活動の可能性について検討を行い、持続可能な地域生活支援体制の構
築を目指す。 

 
 ⑻ 在宅医療・介護連携推進事業について 

・多職種連携によるシームレスな在宅療養支援体制の構築 
地域の高齢者が住み慣れた場所で最期まで安心して生活できるよう、医療機関
（主治医・歯科医師・薬剤師等）および介護支援専門員等との緊密な多職種連
携・協働体制を強化する。入退院時の情報共有の円滑化や、緊急時における連
携フローの整備等、医療と介護が途切れることなく提供されるシームレスな支
援体制を推進する。 

・顔の見える関係を基盤とした信頼醸成と相互理解の促進 
情報交換会や多職種合同の事例検討会の機会を設け、各職種が持つ専門性、役
割、および業務上の制約等についての相互理解を深める。対面および ICT 等を
活用した継続的な交流を通じて、迅速な意思決定と密な連携を可能にする「顔
の見える、信頼に基づく関係性」を構築する。 

・事例を通じた地域課題の共有と連携スキルの向上 
具体的な困難事例の検討を通じて、在宅生活の継続を阻む地域共通の課題を抽
出・共有する。専門職個々の連携スキル向上を図るとともに、地域の医療・介
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護資源の有効活用や新たな連携ルールの策定に向けた協議を行い、地域包括ケ
アシステムの質的向上に寄与する。 

・在宅看取りや ACP（アドバンス・ケア・プランニング）の普及啓発 
本人の意思を尊重した意思決定支援（ACP：人生会議）の重要性を、医療・介
護の双方が共有できる場を創出する。在宅での看取りを含めた多様な選択肢を
地域住民や専門職が適切に検討できるよう、普及啓発と環境整備を一体的に推
進する。 

    
 ⑼ 地域包括支援ネットワークの構築ついて 

・救急・防災部門との多機関連携による安全・安心の確保 
消防署との合同研修等を通じて、救急搬送時の迅速な情報連携と、退院後の在
宅復帰支援における協力体制を強化する。緊急時の初動から継続支援までが一
体となった多職種ネットワークを構築し、高齢者の生命と生活を守るセーフテ
ィネットを確立する。 

・地域住民の防災・救命意識の向上と共助の推進 
専門機関と連携した防災訓練や救急救命講習を実施し、住民の自助・共助の意
識を醸成する。災害時や緊急時においても高齢者が孤立することなく、地域全
体で迅速に見守り・助け合える持続可能なコミュニティの形成を推進する。 

・重層的な見守り体制による早期発見・早期支援の深化 
民生委員、自治会、警察、消防等の多様な主体との連携を深化させ、地域全体
を網羅する重層的な見守りネットワークを構築する。定期的な情報共有を通
じ、生活上の異変や困窮の兆候を早期に察知することで、孤立死の防止や適切
な専門支援への迅速な接続を図る。 
 

 ４ 指定介護予防支援事業 
   ・自立支援に資する包括的アセスメントの実施とマネジメント 

高齢者の要介護状態への移行防止および状態維持・改善を図るため、事業対象
者や要支援者等に対し、心身状況や生活環境を多角的に把握する包括的なアセス
メントを実施する。多職種の専門的視点を活用し、利用者本人の強み（ストレン
グス）を活かした自立支援型ケアプランを策定することで、質の高い介護予防ケ
アマネジメントを実践する。 

・地域資源とフォーマルサービスの有機的な統合 
単なる公的介護サービスの提供に留まらず、地域住民による集いの場やボランテ
ィア活動等の豊かな地域資源(インフォーマルサービス)を積極的にマネジメント
に組み入れる。公助と互助を有機的に連動させることで、高齢者が社会との繋が
りを維持し、住み慣れた地域で主体的に生活を継続できる支援体制を構築する。 
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５ 今年度の強化取組事業 
  今年度特に強化又は優先して行いたい事業 

事業 理由 内容 目標 目標値 
認知症総合支援
事業 
 
 
 
 
 
（地域共生によ
る認知症支援体
制の強化） 
 

認知症高齢者お
よび家族の支援
体制を身近な地
域で構築し、心
理的・物理的な
居場所を確保す
るため。 

・オレンジカフ
ェの設置推進 
・家族介護者を
対象とした相互
交流会の開催 

圏域内における
「集いの場」の
定着と、介護者
の孤立防止支援
の強化。 

毎月 
 
毎月 

住民の対応力向
上を図り、地域
全体で認知症の
方を見守り支え
る「安心の仕組
み」を構築する
ため。 

・地域住民や関
係団体が参画す
る「認知症声掛
け模擬訓練」の
実施 
・認知症サポー
ター育成講座 

地域住民の認知
症に対する理解
深化と、迅速な
見守り・協力体
制の確立。 

年 1 回以上 
 
 
 
 
年 2 か所 

在宅医療・介護
連携の推進 

医療と介護の専
門職が連携を深
化させ、複雑化
する在宅療養ニ
ーズに迅速に対
応するため。 

・医療従事者、
ケアマネジャ
ー、包括職員に
よる合同研修お
よび情報交換会
の開催 

顔の見える関係
性の構築を通じ
た、円滑かつ適
切な利用者支援
の実現。 

年 1 回以上 

地域介護予防活
動支援事業 

地域コミュニテ
ィの活性化によ
り、フレイルお
よび閉じこもり
の未然防止を図
るため。 

・地域活動組織
（住民主体）の
育成・伴走支援 
・専門職による
出前講座（運
動・予防講座）
の実施 

住民相互の繋が
りを基盤とし
た、持続的な
「通いの場」の
拡大と地域力の
向上。 

毎月 

※適宜、追加してください。 
 
６ 年間スケジュール 
  別 添 
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７ 運営体制 
 職員配置 R8.4.1 現在 

職種 管理者 氏名 
常勤・
非常勤 

主な業務（主担当） 

主任介護支援専門員等 
（主任介護支援専門員） 

○ 
松ノ尾 
崇弘 

常勤 

総合相談支援業務・介護予防マネジメ
ント・指定介護予防支援事業・包括的
支援事業（包括的・継続的ケアマネジ
メント業務）・家族介護支援事業・地
域介護予防活動支援事業・ 

保健師等 
（ 保健師 ） 

 
伊藤 
絵里 

常勤 

総合相談支援業務・包括的ケアシステ
ムの推進・家族介護支援事業・地域介
護予防活動支援事業・生活支援コーデ
ィネーター 

社会福祉士等 
（  社会福祉士 ） 

 
島村 
瞳 

常勤 
総合相談支援業務・包括的支援事業
（権利養護） 

介護支援専門員等 
（介護支援専門員） 

 
小森谷

清 
常勤 

総合相談支援業務・介護予防マネジメ
ント・指定介護予防支援事業・包括的
支援事業（包括的・継続的ケアマネジ
メント業務） 

保健師等 
（   看護師   ） 

 
関  

悠希 
常勤 

総合相談支援業務・認知症総合支援事
業・認知症地域支援推進員・地域介護予
防活動支援事業 

 
８ 市と連絡調整及び協議に事項 
  ・介護予防支援業務の増大に伴う執行体制の抜本的検討 

高齢者人口の増加に比例して、介護予防ケアプラン作成業務の負担が著しく増大
しており、本来の地域包括支援業務（総合相談、権利擁護、地域づくり等）を十
全に遂行するための体制維持が困難な状況にある。今後もこの傾向は継続・加速
すると予測されるため、業務の質を担保し、地域住民への迅速な支援を継続する
観点から、市内 3 か所目となる地域包括支援センターの新設、指定居宅介護支援
事業所への委託推進、あるいは事務負担軽減に向けた抜本的な体制整備につい
て、市との具体的な協議を強く要望する。 

・生活支援コーディネーターの活動を踏まえた「互助・共助」の深化とシステム構築 
生活支援コーディネーター（SC）の活動を通じて、圏域内には介護・医療等の公
的サービス（共助）に加え、住民主体のボランティア活動やインフォーマルサー
ビス（互助）等の多様な資源が可視化されつつあるが、依然としてこれら資源間
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の横断的な連携や情報共有には課題が残る。 
今後は、SC が把握した地域情報をケアマネジメントや個別支援に効果的に反映
させるための具体的な連携手法、および多様なサービスを有機的に連動させるた
めの情報共有ネットワークの構築について、市と協働して検討を進めたい。住民
の生活を包括的に支える視点をさらに強め、互助・共助が機能する実効性の高い
地域包括ケアシステムの実現を目指す。 
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令和 8 年度 地域包括支援センターぽっかぽか 事業計画書 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 
委 託
事 業 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
(老健ぽっかぽか) 
(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
(老健ぽっかぽか) 
(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・試験的高齢者移送支援
事業 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・地域ケア会議 
・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 

・いきいきアップ教室
(通所ｻｰﾋﾞｽ C) 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 

・介護支援専門員研修会 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・介護支援専門員研修会 
・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・認知症サポーター育成
講座 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

任 意
事 業 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
【ぽっかぽかマルシェ】 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
・ぽっかぽか夏まつり（包

括 PR） 
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 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
委 託
事 業 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・いきいきアップ教室
(通所ｻｰﾋﾞｽ C) 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・認知症サポーター育成
講座 

 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・地域ケア会議 
・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・いきいきアップ教室
(通所ｻｰﾋﾞｽ C) 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・地域ケア会議 
・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・介護支援専門員研修会 

・包括支援センター連絡
調整会議 

・オレンジカフェ 
 (老健ぽっかぽか) 

(包括ぽっかぽか） 
(ソラティア) 
(安楽寺) 

・ささえあいミーティン
グ(SC) 

・認知症声掛け模擬訓練 

任 意
事 業 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
 

【出前講座、健康体操】 
・宮山団地自治会集会所 
・太田新井行政区集会所 
・東伸団地自治会館集会所 
・あけぼの集会所 
・沖山区民会館 
・千駄野自治会館 
・特養わかばサロン 
・ぽっかぽか運動交流会 
・ﾊﾟｰｸｼﾃｨｻﾛﾝ参加、相談 
・ベルク無料相談会 
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